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消防本部で使える

やさしい日本語

外国人だけでなく 高齢者障がい者子どもへも

分かりやすいコミュニケーションを



やさしい日本語とは 普通の日本語より簡単で、外国人に

わかりやすいように配慮した日本語

語彙・文法が限られる

すべての内容を伝えられる魔法の言葉ではない

日本に住んで１年の人の93％が理解できる

★なぜ日本語で？ なぜ「やさしい日本語」が便利？
●外国人にもわかりやすい。

外国人に対して、必要な情報をすべて母語に翻訳し伝える

ことは不可能です。簡単な日本語であれば理解できる人は

多いので、「やさしい日本語」が最も効果的です。

●日本人にも分かりやすい、使いやすい

ポイントを押さえれば、誰でも使うことができます。
また子ども、高齢者、障がい者の方などにとっても分かりやすい

コミュニケーション手段のひとつです。
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その他（10）

バングラデシュ(2)

朝鮮（2）

カナダ（3）

ニュージーランド（2）

イギリス（5）

台湾（5）

ミャンマー（9）

オーストラリア（6）

ネパール（17）

インドネシア（7）

カンボジア（11）

タイ（11）

アメリカ（9）

中国（50）

韓国（65）

フィリピン（118）

ベトナム（104）

女 男

京丹後市の外国人数（国籍別）

全体数：４３６人（+１６０人米軍関係者）=約６００人
２０２１年１０月末時点

≪その他の国≫

アイルランド・イタリア・ラオス・

パラグアイ・南アフリカ・ラトビア

モザンビーク・ポーランド・フランス



在留一覧



1

3

4

6

25

15

6

5

2

6

1

1

16

30

4

2

21

71

9

24

8

26

11

111

28

経営・管理(1)

企業内転勤(3)

教育(8)

技能(8)

技術・人文知識国際業務（46）

技能実習(86)

特定技能１号(15)

特定活動(29)

家族滞在(10)

日本人の配偶者等(32)

定住者(12)

永住者の配偶者(1)

永住者(127)

特別永住者(58)

女 男

京丹後市の外国人数（在留別）



① 「落下物に備え頭部を保護してください」

② 「あぶないので、帽子をかぶってください」

やさしい日本語とは

=専門用語を日常の言葉に置き換える！

青森県弘前市での実験

行動率 = 11.6%

行動率 = 95.2%

伝わり行動してもらうことが重要！！



やさしい日本語にするための法則 ①

(１) 簡単な言葉にする

(２) １文を短く、分かち書きにする

(３) 災害時によく使われる言葉はそのまま

(４) 外来語を使用するときは気をつける

(５) ローマ字で表記しない

(６) 擬態語・擬音語は使わない

(７) 漢字の使用量、漢字にはルビ(ふりがな)を

(８) 時間、年月日を表す方法

(９) 動詞の名詞化は避ける

(10) あいまいな表現は避ける

(11) 二重否定文は避ける

(12) 文末表現はなるべく統一



＊外来語は注意

× ライフライン、デマ、フリーダイヤル、エアコン、

ゲリラ豪雨
＊擬音語は使わない

×チクっと・ドキドキ・ムカムカ・フラフラ・クラクラ

カンガン・ヒリヒリ・だるい等

＊年月日の標記

× 令和３年 １２月８日 →〇２０２１年１２月８日

＊動詞の名詞化は避ける

×揺れがあった →〇揺れた

やさしい日本語にするための法則 ②



≪言い換え例≫

歩行 ： 歩く

困難 ： できない、むずかしい

近隣 ： 家の近くの（人）

喫煙 ： タバコを吸う

火気 ： 火

炊事 ： ご飯を作る

使用器具 ：使う道具

寝室 ： 寝る部屋

警報機 ： 危ないときに知ら

せる機械（道具）

外国人の日本語理解レベル



火災予防についての言い換え①≪例≫

① 火災を発見したら「火事だ」と大声を出し
隣近所に知らせる

② １１９番へ通報。正確に情報を伝える

③ 初期消火をする

④ 炎が天井に達したら、迷わず避難する



火災予防についての言い換え②≪例≫

住宅用火災警報器は、火災による熱や煙をいち早く感知

し、火災の発生を警報音や音声で知らせてくれるもので

す。京丹後市では、平成23年6月1日から全世帯への設

置が義務付けられています。

万一の火災に早く気付き、早く逃げ、大切な家族の命を

守るために、住宅用火災警報器を設置されていない場合

や必要な場所の一部にしか設置されていない場合は、た

だちに基準通り住宅用火災警報器を設置してしましょう。



救急活動での言い換え≪例≫

→「いつも薬を飲んでいる 病気はありますか」

→「いつも病院で診てもらっている 病気はありますか」

→「病院に行くことがありますか」

「持病は お持ちですか」

「定期的な受診はありますか」

「病院にかかっていますか」

＊受診・体調・基礎疾患・症状・通院などは上級

レベルの日本語です。



消防本部でよく使われる言葉

出動 ・ 要請 ・ 救助 ・ 車両 ・ 積載

現場 ・ 到着 ・ 延焼 ・ 緊急性

迅速 ・ 発火 ・ 排煙 ・ 漏電 ・ 搬送

駆けつける ・ 有効など…

場面や話す相手によって言い換えを



相手に伝えるために

◎人によって何が「やさしい」かは違う

◎100％の正解はない

◎少しでも多くの人に伝わることを目指そう

◎言葉以外にも伝える方法はある

◎一番伝えたいことを絞る

少しの意識で より伝わりやすく



必要な情報、地域との繋がりがあれば

外国人も支援者として活動している。

= 日ごろから顔の見える関係を！

外国人も支援する側に



ご清聴ありがとうございました。


